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　年代研究は、考古学研究の基本である。しかし、ベ

トナム考古学においては、土器の詳細な編年研究など

が進展していなかった。筆者と西野範子は、ベトナム

考古学に本格的に取り組んでから、先史時代から歴

史時代にかけて、いくつかの編年研究を編み出してき

た（Nishino 2002, 西野 2012, 西村 2006, 2007, Nishimura 

2002, 2005, Nishimura&Nishino2003, 西村・西野 2005,）。

 ただし、まだ未整備の地域や時代も多い。本報告では、

歴史時代の遺跡において、もっとも頻繁に出会う無釉

陶器の編年について報告する。10世紀から 20世紀に

かけての編年であり、各調査において汎用性が高いと

信じる。

　放射性炭素年代も測定例（西村 2011参考）は多い

ものの、層位関係や共伴遺物などがはっきりしないも

のが多い。遺跡や遺物の時期や年代がはっきりすれば、

その遺跡の認識がさらに深まることになる。

　本報告では、北部ベトナム先史時代遺跡を中心とし

た放射性炭素年代の測定値報告を行う。

　今回、ニンビン省文化通信局の支援のもと、ホアビ

ニアンから新石器時代の遺跡にかけて利用された、ニ

ンビン省チャンアン（Tràng An）遺跡群のモイ（Mòi）

洞穴などで、層位単位での年代測定を行えたことは誠

に意義が大きい。

　この他、前期新石器時代初頭とみられるフオイカー

（Huổi Ca）遺跡、後期新石器時代フングエンから青銅

器時代前期にかけての居住遺跡であるハノイ市バイメ

ン（Bãi Mèn）遺跡、後期新石器時代（フングエン段

階）から鉄器時代（ドンソン段階）にかけての居住遺

跡であるヴィンフック省タインゼン（Thành Dền）遺跡、

青銅器時代前期（ドンダウ段階）から鉄器時代（ドン

ソン段階）の居住遺跡であるバックニン省ダイチャッ

ク（Đại Trạch）遺跡、ドンソン文化並行段階のハノイ

市のコーロア（Cổ Loa）城、クアンナム省ズイスエン

県の初期歴史時代居住遺跡のゴーカム（Gò Cấm）遺跡、

タインホア省ドンソン（Đông Sơn）遺跡のボーリング

コア資料の年代分析報告を行う。各遺跡位置は Fig.1

を参照されたい。なおこれまでの紅河平野を中心とし

た北部ベトナムでの放射性炭素年代測定結果は、西村

（2011）にまとめてある。
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Fig.1  放射性炭素年代測定遺跡
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